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 要  旨 
 
地震等の大規模災害時には安否確認等により通信需要が急増する．携帯電話は
通信手段として非常に有効であるが，有限な周波数を用いるため，容量確保が難
しく輻輳状態になるという問題がある．  
一方，W-CDMAシステムを用いた第三世代携帯電話が広く普及してきており，
さらに将来に向けたW-CDMAシステムの音声通話とデータ通信の統合を目指す
ために，3GPP Release5においてIMS(IP Multimedia Subsystem)を用いたall-IP化の仕
様が標準化され，携帯電話のパケット網上で様々なマルチメディアサービスの提
供が期待されている．このような背景から将来，VoIPを用いた携帯IP電話システ
ムが登場し，普及することが予想される．  
そこで本研究では，W-CDMAを用いた携帯IP電話システムでの輻輳対策とし
て，通話可能な範囲で通信品質を低下させることにより，呼受付数を増加させる
限界音声品質呼受付制御LLQCAC(Lower Limit of voice Quality Call Admission 
Control)を提案した．さらにLLQCACにより起こるユーザにとって非常に利便性が
悪い通信中の強制切断の増加に対し，強制切断判別閾値を調整することにより強
制切断を低減させる強制切断低減制御RCFCT(Reduction Control of Forced Call 
Termination)を提案した．  
そして，これらの基本特性の評価として，LLQCACではシステム容量を超える
呼を受け付けた場合の諸特性，RCFCTでは強制切断判別閾値を増加させた場合の
諸特性を計算機シミュレーションで評価した．その結果，通信品質の限界まで呼
を受け付けることで呼損率が大幅に低下し，強制切断判別閾値を増加させること
で強制切断が低減することを示した．  
最終的に，LLQCACとRCFCTの適用により，パケット廃棄率が10％以内という
受け入れ可能な音声品質を満たせる状態で，強制切断率は5.5％，呼損率は制御を
かけない50％から31.5％に  37％の改善が実現可能であることが分かった．  
 
